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第３回瑞穂町協働のまちづくり推進委員会 

 

１ 日  時 令和元年９月９日（月曜日） １８時３０分から２０時００分 

２ 場  所 本庁舎 １階職員休憩室 

３ 出 席 者 （委員） 

       石川かず子、石川淳、井上祐輔、小山裕紀子、田中幸男、中沢清、豆田和子 

       （事務局） 

       岡田弘喜（地域課長）、栗原康弘（地域課地域係長）、 

堂垣祐介（地域課地域係主任） 

       （欠席者） 

       小松揚明 

 

４ 議  題 １ 協働フォーラムについて 

       ２ その他 

 

５ 配布資料 １ 次第 

       ２ フォーラム構成案 

       ３ けやき館イベントスケジュール 

       ４ 第２回協働のまちづくり推進委員会会議録 

       ５ 他市の協働事例紹介 

 

６ 議題１ 協働フォーラムについて 

   他市の協働事例を紹介：東京ボランティアセンター主催の協働・ＮＰＯに関する研修

に参加した際に得た情報を委員に報告（台東区の協働事例を

紹介） 

 

   フォーラムに関する説明（資料１、２） 

     前回会議で今年度もフォーラムを行うことで決定し、構成について協議する必要

があることから、事務局で３案を提示した。①案は前回と同様。②案は２部構成と

し、１部は協働事例発表で、２部は協働事業でなくても発表が可能で、単なるボラ

ンティアの活動報告でも良い。１部は講演者が活動を発表し、その後、活動に参加

した参加者が感想等を発表、最後に講演者が総括を講演するといったリレー方式。

２部は委員以外の団体がボランティア活動報告を行っても良く、発表者を広く募集

する。③案はシンポジウム形式とし、司会役のファシリテーターと発表者のパネリ

ストがいて、パネリストが発表した事案について、ファシリテーターが上手く話を

広げて、掘り下げて議論する方法。発表したパネリスト以外のパネリストも話すこ

とが可能で、疑問点などを意見することで、多角的な見方となり、聴衆により細か

い協働の仕組みを伝えることができる。 
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     けやき館の多目的室と企画展示室の予約状況を提示し、フォーラム開催日を決定

したい。 

 

フォーラムについて 

・①案は前回同様。②案はこれから協働になり得るボランティア活動の紹介を入れてみると

いうもの。③案は聴衆にとっては面白い講演になりそうですけど、もしこれにするのであれ

ば、町の協働とはどういうものなのかを最初に話した方がいいと思います。また、パネラー

の方の協働事業がどれくらい進んでいるのかに左右されるかと思います。なので、もう少し

協働の活動事例が増えてからやったほうが、色々な協働の話ができると思います。 

・③案は面白いと思いますが、具体的なイメージがつかなくて、②案だと協働に関わった人

たちの話が出てくるので去年との違いも出てくるのでいいかなと思います。 

・③案はテーマが広すぎてしまうので、限られた時間の中でどのようにまとめるかが難しい

と思います。あとは、協働を知らない人向けにやるのか、それとも協働を少し知っていてや

ってみようと思っている人向けに開催するのかで変ってくると思いますし、③案は今後目指

すべき姿なのかなと感じています。 

・子ども食堂のように、行政との協働ではなく、ボランティアセンターに登録して、協働で

運営している団体の事例発表もあっていいと思います。ただ、フォーラムで発表するものと

して、どこまで認めるかの線引きが必要ではないか。 

・地域課が前面に出て、協働の概要を説明するよりも、実際の事例の中で何を支援したかを

話してほしい。ただ、町としては前面に出てしまうと、住民にやらせているというイメージ

が出てしまうので、あくまでバックアップという体制を取っている。逆に住民としては、町

が積極的に動いているということで、良い印象を持つかもしれない。 

・②案にするとしたら、参加者側からの感想を役場の方に話してもらいたいと思っていて、

役場にもサポートしていただいたので、役場の目線を説明してもらえると良いと考えていま

す。 

・子ども食堂のようなケースをうまく取り込めると広がりますが、フォーラムでは役場と関

わりがあるものに限定した方が聞いている人にとってはわかりやすいと思いました。 

 

今回のフォーラムは②案で実施することに決定 

発表者（１部）は中沢副委員長、井上委員 

フォーラム開催日は３月１４日もしくは１５日 

 

・２部の発表者については、前回の小松委員と事務局の発表が良かったと思います。協働に

関する説明は必要だと思いますし、最初に発表する委員が協働の説明をしなければいけなく

なってしまうので、最初に事務局が話すのも流れとしては良いと思います。 

・受付をしていて発表が聞けなかった委員がいたので、事務局で対応するなど、対応を考え

ます。 
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議題２ その他 

 

ボランティア交流会について 

・年に２回開催していて、時間は２時間半。内容としては、前半に活動している２団体に発

表していただき、後半はお茶会やレクをやって交流を図ることを目的としています。次は１

０月６日１３時３０分からで３０人程度の規模になる予定です。 

・今回は委員と事務局で参加する予定であり、初めて参加させていただくことから、ボラン

ティア団体とコミュニケーションを図りながら、交流会の中で協働やフォーラムの説明をさ

せていただき、発表などは行わない。 

・事務局で参加者を取りまとめ、小山副委員長に連絡する。 

 

委員の活動状況報告 

・ひまわり畑は、上流部は雨の影響でうまくいかなかった。花が咲く前に大雨が降って雑草

の方が強くなってしまいました。他の２か所は、うまく咲いたところだけを残して、収穫も

雨の合間に急いでやりました。 

・平地林は、今まで通り活動していまして、ボランティアセンターと連携して自転車でまち

探検を１５日に行う予定です。 

 

次回委員会は令和元年１１月１１日１８時３０分から、本庁舎１階会議室で開催予定。 


